





















































武 藤 俊 介
組成比3:1付近のFe-Pt合金のマルテンサイト変態 (FCC-BCC(BCT))は,母相の
規則化 (L12型規則格子 )とともに,その変態様式が非熱弾性型から熱弾性型-移行し,変態
開始温度は急激に低下することが知られている｡近年,規則化したFe3Pt合金は-亘 FCT
相を経由してBCTマルテンサイ ト柏-変態する事が見出され,FCT相は,その際の遷移相
であると考えられている｡
また,Fe-Pt合金は耐食性に優れ,従来電子顕微鏡観察のための薄膜作成が極めて困難で
あるため,その変態機構を解明するための内部組織に関する知見は非常に少ない0
今回,その薄膜作成法を確立 し,電子顕微鏡による変態その場観察に初めて成功した｡本研
究では,Fe-Pt合金のマルテンサイ ト変態を試料の組成,規則度を変え,Ⅹ線回折,電気抵
抗,光顕及び電顕観察により詳細に検討した｡
FCC-FCT変態においてはその前駆現象として内部組織に, "ツイー ド構造〝と呼ばれる
異常コントラス トが生じることが知られている｡このツイー ド構造は,電子回折図形に逆格子
の110方向の散漫散乱を生じること,また反射条件により,コントラストの消滅則が存在す
ることから,正方歪みを伴った微小領域の集合体による歪み場コントラス トであり,また1つ
1つの歪んだ領域はFCT相の核 と考えられる.
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